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1.は じめ に

 視 覚 に関 す る表 現 に つ い て 考 え る とき最 初 に思 い 浮 か ぶ の は、「見 る」「見 え る」あ る い はlook, see

な どの 動 詞 を 中 心 とす る表 現 で あ ろ う。 確 か に、 動 詞 は文 の構 造 や 意 味 につ い て論 じ る際 に注 目 さ

れ る こ とが 多 い。 し か し なが ら、 動 詞 ほ ど目立 つ こ と は な い けれ ど も、名 詞 で あ る 「目」 とeyeに

よ っ て も、 視 覚 に つ い て 表 現 で き る こ と を忘 れ て は な ら な い 。 小 論 で は、 日本 語 と英 語 の視 覚 に関

わ る表 現 の うち 、名 詞 「目」 とeyeを 用 い た もの に つ い て考 え る。 問 題 は、 次 ぎの 二 つ に分 け る こ

とが で き る。 第 一 に、 見 る こ とを表 わ す と き、 「目」とeyeは どの よ う に用 い られ る の か 、二 つ の 言

語 で 全 く同 じ よ う に概 念 化 され て い る の か 。 第 二 に、 も し何 らか の 相 違 が あ る とす れ ば 、 それ は何

に よ っ て もた ら され る の か 。

 こ こで は、 これ らの 問 い に 対 す る答 え を順 に探 し求 め て ゆ く。 次 ぎの 二 つ の 節 で 、 「目」とeyeの

概 念 化 が 日本 語 と英 語 で部 分 的 に重 な り合 っ て い る こ とを 記 述 す る。注 目す る こ とを表 わ す 際 に は、

両 言 語 にお い て、 目 は空 間 の 中 を動 き 回 り、 対 象 に接 触 す る もの と し て扱 わ れ て い る。 しか し、 知

覚 を表 わ す 際 に は 、 日本 語 と英 語 で は相 違 が あ らわ れ る。 日本 語 で は 目が 物 の到 着 点 とな るの に対

し て 、 英 語 で は この よ うな概 念 化 は生 じな い と思 わ れ る。 そ れ で は 、 なぜ こ の よ う な差 異 が あ る の

か 。 最 後 の 節 で は 、 そ の答 えが 解 釈 の順 序 に あ る とい う考 え を提 示 す る。

2.目 が 物 に触 れ る

 英 語 で 、物 に注 目 す る こ と を表 現 す るた め に は、look, watchな どの 動 詞 を用 い る こ と もあ れ ば 、

名 詞eyeを 用 い る こ と も あ る。た と え ば、 Mary looked at me.あ る い はShe watched me carefully.

な どは 動 詞 に よ る言 い方 で あ り、Fix your eyes on the road and we'll be much safer.（LDPV）

あ る い はShe's lovely. I can't take my eyes off her.（ODCI） は 名 詞eyeに 依 存 した 表 現 で あ る。

人 が 物 を見 る行 為 は、 い くつ か の 要 素 に分 けて 表 現 さ れ る。 人 物 と動 作 と そ の対 象 の 三 つ の部 分 に

分 け れ ば、She watched me.の よ う に な る。 さ らに動 作 の部 分 か ら 目 を際 立 た せ て 、名 詞eyeを 表

出 す れ ば、She fixed her eyes on me.の よ う に言 う こ とが で き る。 従 来 、 視 覚 表 現 につ い て論 じ る

と きに は、主 にlook, seeな どの 動 詞 が 話 題 に な っ て い た が 、 こ こ で は 、名 詞eyeを 用 い た 表 現 に つ

い て 考 え る。

 名 詞eyeが 用 い られ る と、 目 は対 象 に接 触 す る もの と し て 表 現 さ れ る。 実 際 に は物 理 的 に接 触 し

て い な い こ と を知 りな が ら、 話 者 は見 る こ とを、 目が 物 に触 れ る こ と と して 表 現 す る。 出 来 事 に お

け る 参 与 者 役 割 の 用 語 を 用 い れ ば、 目 は 主 題 （theme） で あ り、 見 る対 象 は場 所 （location） で あ り、

見 る こ とは 目が その 場 所 に物 理 的 に接 触 す る こ とで あ る 。1こ の こ とは 、 物 の 所 在 を 表 わ す 文 （1a）

と同 じ よ うに 、 目 の所 在 を表 わ す 文 （1b） を解 釈 す る とい う こ とで あ る。

 

(  1  ) a. Your meal is already on the table. LDPV



b. Nicola's eyes were on her  father,....  WB

（1a）は、食物が食卓 に物理的に接触 していることを前置詞onが 表わしている。同様 に、 （1b）は、

Nicolaの 目が彼女の父に接触 していることを表わ している。ただ し、実際には、目が物理的に物に

接触するのではな く、目から出る視線の先端が対象に接するのであるか ら、この文のeyesと いう表

現は、眼球のみならず視線 まで含むように、その指示対象が拡張されていると考えることができる。2

 他の前置詞の場合にも、目が物 に触れることは物に注目することを表わす。overを 用いた （2a）

は接触 した状態での移動 と解釈することができるので、（2b）も同様に目の接触移動が表現 されてい

ると考えられる。3また、offを 用いた （3a）は肘が食卓から離れること （つまり接触状態の終了）を

表わし、（3b）も同様に目が対象か ら離れることを表わしている。言 うまでもな く、 目の接触が終わ

ることは、注 目しなくなることと解釈 され る。

 

(  2  ) a. ...he travelled all over Europe.... WB 
   b. He let his eyes travel over its long line of stores. WB  

(  3  ) a. Take your elbows off the table, children! LDPV 
   b. If you take your eyes off the children, they go wild! LDPV

 以上の例は、見ることが、対象への目の接触 として概念化されることを示 している。ただ し注意

すべきことは、ここで問題 にしている 「見る」ことは、視線を向けることに限 られているというこ

とである。 日本語の 「見る」は意味範囲が広いため、「横 目で見 る」「新聞を見 る」「子供 の面倒 を見

る」などのように、視線を向けることから、対象を知覚 し理解 し、 さらには適切 に対応す ることに

まで広がっている。4しかし、見ることを目の接触 によって概念化す ることは、厳密に言えば視線 を

向けることに限られていて、知覚することは含 まれていない。確かに、物に目を向ければ、それを

知覚することにつながる。 したが って、多 くの場合、 この二つを分離 して考 えることはで きず、あ

る人物が対象に視線を向けることは、その人物が知覚することを含意する。実際、上で見た例は、

いずれも知覚を含意しているように思われ る。 しかしなが ら、 この含意は明示的表現によって打 ち

消す ことがで きる。次の例では、人物の目が対象に接触 しているに もかかわらず、幻以外 は何 も知

覚 していない様子が描かれている。

 

(  4  ) With her chin propped on her hands and her eyes fixed on the blue glimpse of the Lake 
    of Shining Waters that the west window afforded, she was far away in a gorgeous 

    dreamland, hearing and seeing nothing save her own wonderful visions. (LM111)

目の接触の表現 は、物に視線を向ける動作は表わ しているけれども、厳密 には知覚が起 きているこ

とまでは表わ していないことを、 この例 は示 している。

 なお、英語の動詞の場合には、動作 と知覚に関するこのような区別 は、lookとseeに よってなさ

れていることは周知のことである。すなわち、目を向ける動作をlookが 表わ し、対象の知覚 をsee

が表わしている。次の例文か らは、lookとseeの この使 い分 けを読 み取 ることがで きる。5

 

(  5  ) a. If you look carefully you can just see the church from here. OALD5 
   b. Look to see whether the road is clear before you cross. OALD5



 以 上 、 目 を 向 け る こ と （look） と知 覚 す る こ と （see）の 区別 を行 な い 、厳 密 に は 前 者 の み が 目 の

接 触 とい う表 現 に よ っ て捉 え られ る と述 べ て きた 。 こ こ まで 来 る と、Lakoff and Johnson（1999:

398） の 言 う 〈見 る こ と は触 る こ と （Seeing Is Touching） 〉 とい う メ タ フ ァー を避 け て通 る こ とは

で き な くな る。 彼 ら は、 この メ タ フ ァ ー に 手 短 に 触 れ て い るだ けで あ る が 、 そ こ か ら推 察 す る と、

seeingと い う知 覚 を 表 わ す 言 葉 を 使 っ て い る に もか か わ らず 、 目 を向 け る動 作 と知 覚 の 両 面 を こ の

〈見 る こ とは触 る こ と〉 とい う一 つ の メ タ フ ァー に よ っ て統 一 して 扱 お う と考 えて い る よ うで あ る。

この メ タ フ ァー に よ っ て、 手 （limbs） を の ば して 対 象 に触 る動 作 が 物 理 的領 域 か ら視 覚 的 領 域 に写

像 され 、 見 る こ とが触 る こ と と し て概 念 化 され て い る とい う。 手 が 目に対 応 し、 手 で物 に触 る こ と

が 、 目 を通 じて 物 を 知 覚 す る こ と に対 応 す る とい う。 これ に よ っ て理 解 で き る例 と して （6） が挙

げ られ 、 手 と 目 の対 応 を 示 す 例 と し て （7） が 挙 げ られ て い る。6

 (  6  ) a. Her eyes picked out every flaw in the carpet. 
   b. She undressed him with her eyes. 

    c. Our eyes met across the room.  

(  7  ) a. She ran her fingers over the carpet. 
   b. She ran her eyes over the carpet.

 しか しなが ら、 （6）と （7）を統一して扱 うことには疑問が残 る。 これらが、物理領域か ら視覚

領域への写像の存在 を示 していると考える必要 はない。特に （7）の例は、上の （1）-（3） と同様

の組 み合わせであり、eyesが 視線 を含むように拡張 されて、物理的接触の一種を表わ していると考

えれば十分である。 （7b）ではeyesの 参与者役割は主題 （具体的には移動者 （mover））であ り、知

覚の主体 （経験者）ではない。つまり、 （7b）の解釈には、接触の概念は必要であるが、手で触れて

知覚する経験者は存在 しない。 （7b）は、 （7a）と同じ く、人の動作を外側から眺めて記述 した表現

であ り、その人物が何かを知覚 したという解釈が生じる とすれば、それは現実世界の知識に依存 し

た推論 による。 したが って、 （7b）の解釈 には、知覚の領域は不要である。それ とは対照的に、 （6a

―b）の解釈には
、ある種のメタファーが関わっている。動詞pick outとundressは 、次の例のよう

に基本的には物理的領域 における変化を表わ している。 しか も、その変化 は典型的には手を使 うこ

とによって もたらされ る。

 

(  8  ) a. The child refuses to eat this fruit without first picking out the stones. LDPV 
   b. She undressed the child before putting her in the tin bath. COBUILD2

しか し、 （6a－b）のようにher eyesが 動作主 または道具 として、 これらの動詞 に結びつ くと、目に

は手の ように物を動かす力がないという常識を信 じる者にとって、物理的領域での解釈が不可能 と

な り、心理的領域での解釈 を取 らざるをえな くなる。 したがって、 ここでは領域から領域への写像

が起 きることになる。（6c）に関 しては、 （7b）と同様 に、視線 にまで拡張 した目が物理的に接触す

る出来事 と考 えてよいであろう。以上の説明で明かなことは、これ らの事例は、一つのメタファー

によって扱 うのではな く、少な くとも二種類の現象 として分けて扱 うべ きことである。すなわち、

一方は物理領域か ら心理領域へのメタファーであ り
、他方は物理領域内での眼球から視線への拡張、

すなわちメ トニ ミーである。

 さて、 ここで目のメ トニ ミー的接触に関して、英語 と日本語を比べよう。上で確かめた ように英

語では、対象に注目することを、物に目を接触させることとして表現できる。 それでは、 日本語で



も同 じような概念化がなされているのであろうか。日本語で頻繁 に用いられる慣用表現 に、「目をつ

ける」「目を据える」「目を離す」がある。 このような表現が存在す ることは、 日本語で も、注 目す

ることが目の接触であると認識 されていることを示 している。

（9）a.… 足が速い一人の選手 に目をつけた。

  b.遠 い尾根にじっと目を据えたまま、彼は砂の上 を進んだ。

  c.… 持ち主が荷物や鞄から目を離 した僅かな隙を狙 う…。

動詞 「つける」「据 える」「離す」は、「顔を水面につける」「望遠鏡 を屋根 に据 える」「さかなの骨か

ら身 を離す」のように物理的な接触または分離を表わすので、 その目的語 に 「目」を とる場合 には、

「目」が眼球から視線の先端 まで拡張 して、対象に物理的に接触す るように概念化 されると考えて

よいであろう。

 英語で も日本語で も、注目することが目の接触 として表現 されることは、翻訳された文章 を照 ら

し合わせることによって、ある程度確かめることがで きる。英語か ら日本語への翻訳 を調べてみる

と、一方のみが目の接触 として表現されていることもあるが、次ぎの例のように、両方 とも目の接

触 となっている場合 もある。

(10) a. ...and the boys fixed their eyes on the goal of their hopes and bent to their work to 
      win it. (MT72)

b.二 人 は、 め ざす 目 的 地 に 目 を す え、 そ こへ 到 達 す る こ とだ け を 考 え て い た 。 （大102）

(11) a. ...I saw that he could not hardly take his eyes off her. (WM68)
b.… 事 実 一 刻 も妻 君 か ら眼 を離 せ な い ら し か っ た 。 （中 野111）

上の2例 は他動詞の場合であるが、次 ぎの例では自動詞が用いられている。

(12) a. From one to another the child's eyes darted, eager and wistful. At last they lingered 
       on one away to the left, far back from the  road,....  (LM22)

b.こ ど もの 目 は それ か ら あ れ へ と、熱 心 に、 な つ か し げ に は し っ た が 、つ い に左 手 の 、道 か

  らず っ とひ っ こ ん だ 一 軒 の 家 に と まっ た 。 （村35）

(13) a. Her eyes dwelt affectionately on Green  Gables,....  (LM214)
b.マ リラ の 目 は … わ が 家 の青 い屋 根 の上 に、 い とお しそ う に と ま っ た 。 （村306）

 ここまで述べてきたことを要約 しよう。物 を見 ることは、対 象に目を向けて注目することと、対

象を知覚することに大 まか分けることがで きる。その うち、注 目することは、名詞eyeを 用いて表

現すると、目が対象に接触することとして概念化 され る。その際、 目は視線の先端 まで含むように

拡張され、物が空間を移動する場合 と同 じように動き回って、対象 に接 した り離れた りする。 目が

対象に接することが注 目することであ り、 目が対象か ら離れると注 目が終わる。さらに、 このよう

な 〈物 に注目することは物に目を接触 させ ることである〉 という概念化は、英語で も日本語で もな

されている。

3.物 が 目に触れる

 さて次 に、物を見ることの第二の側面、すなわち目で知覚す る場合 について考えよう。目を通 し



て物を知覚することを表わすとき、 日本語には、物が 「目に入る」「目に映 る」「目に付 く」の表現

がある。

（14）a.… 一人の少女の姿が眼 に入った。

  b.… 目に映 ったのは大 きな大 きな入道雲であった。

  c.や た らに食物店 ばか りが眼 につ く。

ここで用いられている動詞 「入る」「映 る」「付 く」は、基本的には 「人が部屋に入る」「山が水面に

映る」「鉄が磁石 に付 く」のように物理的領域 において移動者が到着点に移動することを表わしてい

る （ただし、「映る」の場合 には物ではな く像が移動す る）。 （14）のように、これ らの動詞が到着点

として 「目」をとる と、「見 える」と同様に視覚的解釈を受 ける。実際、「一人の少女の姿が眼に入っ

た」 という代わ りに 「一人の少女の姿が見えた」 と言っても同じことを表わすことができる。すな

わち、日本語では、物が移動 して目に到着す ることは、その物が見えることとして解釈 される。

 興味深いことに、英語では、 このような表現 は用いられないようである。 目が到着点 となる表現

が視覚的解釈 を受ける例が、英語では見つか らないか らである。英語から日本語への翻訳、また逆

に日本語から英語への翻訳 を照 らし合わせてみると、目への到着 によって視覚的知覚 を表わすこと

を英語では避 けていることが明 らかになる。次に示す英語か ら日本語への翻訳では、「目に入る」「目

に映 る」「目に付 く」に対応す る元の表現は、知覚動詞see, perceiveで ある。

(15) a. But Anne did not see  Josie,....  (LM273)
b.し か し、 ア ン に は ジ ョシ ー が 目 に は い らな か った 。 （村387）

(16) a. For a moment I hesitated to strike a light. I dimly perceived a bed in the  corner,.... 
     (WM89)

b.僕 は 、ち ょっ と灯 り を点 け るの を躊 躇 し た。部 屋 の 隅 に 、ベ ッ ドが 一 つ 、ぼ ん や り眼 に 映 っ

  た 。 （中野146）

(17) a. Tom was about to take refuge in a lie, when he saw two long tails of yellow hair 
       hanging down a back....  (MT50)

b. トム は、嘘 を つ い て逃 げ る つ も りだ った が 、そ の と き、金 髪 を二 つ に 分 け て 長 く垂 ら した

  背 中 が 目 に つ い た。 （大71）

次 ぎ の 日本 語 か ら英 語 へ の 翻 訳 で も、 英 語 で は 知 覚 を 表 わ すspot, noticeが 使 わ れ て い る。

(18) a. In the shade of a pine tree, I spotted a yellow-robed monk praying. (S13)
b.松 の木かげで合掌 している一人の黄衣の僧が眼に入 った。 （開22）

(19) a. Entering the main gate, he noticed first of all the twin rows of gingko trees.... (R51)
b.正 門 を這 入 る と、 … 銀 杏 の 並 木 が 眼 に付 い た 。 （夏38）

(20) a. Sanshiro was pleased that the man had noticed the dark spot on his cap. (R22)

  b.三 四郎は、被っている古帽子の徽章の痕が、 この男の眼に映 ったのを嬉しく感 じた。 （夏

    18）

また、次の例では、英語のfall on／uponが 日本語の 「目に付 く」「目に映 る」に対応 してる。英語で

は目が移動 して対象に接触する表現が、 日本語では逆に対象が移動 して目に接触することとして表



現 されている。つ まり、目は、英語では移動者、日本語では到着点 となっている。

(21) a. We entered the room, and my eyes fell at once on the picture. (WM211)
b.部 屋 へ 入 った 。 問 題 の絵 は す ぐ眼 に つ い た 。 （中野352）

(22) a. Now Tom shivered from head to  heel  ; for his eye fell upon the stolid face of Injun 

      Joe.  (MT80)
b. トム は頭 の さ きか ら足 の 爪 さ き ま で 震 え あ が っ た 。 とい う の は、 そ の と き イ ン ジ ャ ン ・

  ジ ョー の な に くわ ぬ顔 が 目 に映 っ た か らだ 。 （大113）

さ らに 、 日本 語 か ら英 語 へ 翻 訳 す る 際 、 「目 に 入 る」 「目 に付 く」 をcatch／strike someone's eyeと

す る こ と もあ る。 日本 語 で は、 到 着 点 で あ る 目 が 、 英 語 に翻 訳 さ れ て 、catch, strikeの 表 わ す 行 為

の対 象 す な わ ち 被 動 者 （patient） に 姿 を変 え て い る。

(23) a. The color of her obi caught his eye now for the first time.  (R10)
b.こ の時女の帯の色が始めて三四郎の眼に這入った。 （夏9）

(24) a. The first thing that had struck Shimamura's eye as he got off the train was that array 
      of silver-white. (S75)

b.島 村が汽車か ら降 りて真先に目についたのは、 この山の白い花だった。 （川75）

以 上 の 例 群 は 、 英 語 で は物 が 目 に移 動 す る表 現 に よ っ て 知 覚 を表 わ す こ とが な い こ と を示 唆 し て

い る。

英 語 で も、 もち ろん 、 次 の よ う にinto one's eyesに よ っ て 目 が 到 着 点 で あ る こ と を明 示 す る こ と

はで き るが 、 い ず れ の 文 も物 の 知 覚 は表 わ し て い な い 。 目 の 中 に入 る の は 、 上 か ら順 に 、 コ ン タ ク

トレ ンズ 、 光 、 涙 、 感 情 で あ る。

(25) a. ...she began to insert contact lenses into her eyes. WB 
   b. ...the light shone directly into Mark's eyes, blinding him instead. WB 

   c. She bit her lips and tears came into her eyes. WB 
   d. Into his eyes are concentrated all his feelings and they are essentially cold and 

       suspicious, the stare in reptilian. WB

このうち、問題にな りそうな例は （25b）であろう。光が 目に入ればその光 を知覚す ることになるの

で、目への移動が知覚 を表わす例 と考 えることもできる。しか し、日本語で起 きていることは、（18b）

「…一人の黄衣の僧が眼に入った。」のように実際 には目の中に移動 してこないものが移動 している

と表現 し、その表現に知覚の解釈 を与 えることである。それに対 して、英語 の （25b）では実際に光

が目に入ることが文字通 りに描かれている。知覚が起 きていることは、光が実際に目に入ることか

ら推測 されることである。（25）の例は、いずれ も、ある人物 を他者の目を通 して描 いた ものである。

描かれた人物の目の中に入るものは他者が観察 した ものであ り、本人が知覚 した ものではない。 こ

のことは、 目が移動者の到着点のときばか りではな く、次のように移動の概念 を伴わない場合 にも

当てはまる。

(26) a. She turned to me again, amusement in her eyes. WB



b. Muriel had tears in her eyes.... WB

 ここまでで確かめたことは、日本語では物が目に移動するという表現 を、物が見えることとして

解釈するのに対 して、英語では、そのような表現 は、文字通 りに移動することを表わすだけであり、

目を通 した知覚 としては解釈 しない ということである。

4.語 順が決める解釈

 先のふたつの節で観察 した ことを要約 してみ よう。物 を目で見ることは、物 と目の空間的関係 と

して表わす ことがで きる。その中で も、物 に注 目することは、目で物に触れることとして表現で き

る。その際、「目」あるいはeyeと いう語の指示対象は、目そのものから視線の先端 にまで拡張 して

解釈 される。この ことは、英語 にも日本語 にもあてはまり、その平行性 は、次のように例示できる。

(27) a. The boy fixed his eyes on the bag.
  b.少 年 はバ ッグに目を付 けた。

ところが、見 ることの知覚的側面 になると、英語 と日本語の平行性 は成 り立たなくなる。日本語で

は、物が移動 して目に到着するという表現をすると、その表現が目からの知覚 として解釈される。

しかし、英語ではその ような解釈は成立 しない。たとえば、英語では、（28a）の形式の文で知覚を

表わす ことはないようである。 それに対 して、日本語の例 （28b）には、視覚的解釈が可能である。

ただし、「目に入る」 には、「土埃が少年の目に入った」のように物理的移動の解釈 もあ りうる。

(28) a. The bag got into the boy's eyes.

  b.バ ッグが少年の目に入った。

 要するに、注目の空間化は両言語で可能であるのに対 して、知覚の空間化は日本語に限られてい

る。英語 と日本語の間に、なぜ このような相違が生 じるのであろうか。 この問題には、語の意味解

釈の順序が関わっていると思われるので、以下では、語順 と語の意味解釈による説明を試みること

にする。

 語順 を用いて、日本語 と英語の表現の相違に説明を与 えるためには、語順が意味解釈に関与する

ことが前提 となる。そこで、次ぎのように仮定する。言葉の意味解釈 は、その言葉が表現されるの

と同時に行なわれる。その結果、複数の語が時間順に心の中に表示 されると、その順に語の解釈が

行なわれることになる。 この ことを、解釈確定順序の仮説 と呼ぶ。7

（29） 解釈確定順序の仮説

   語の意味 は、心の中に表示される順に解釈が確定する。

これによれば、ある語が表示 されて解釈が確定 した後、次 ぎの語が表示 されてその解釈が確定する。

一貫性 のある解釈 を得るためには
、後か ら表示される語の解釈は、既に確定した解釈 に矛盾のない

ように行なわれ るから、先の語の影響によって当然その基本的な意味から隔たった解釈を受 けやす

いことが予想される。

 「目」とeyeの 解釈 は、注 目の場合 と知覚の場合では異なっている。第2節 で記した ように、注 目

を表わす ときには、「目」とeyeは メ トニ ミーによる解釈を受 け、眼球か ら視線へ と意味が拡張 して



い る。 目の 指 示対 象 が 視 線 の 先 端 まで 広 が る の で 、 目が 対 象 に 接 触 す る こ と に な る 。 表 現 全 体 と し

て は、 物 理 的 領 域 に お け る 出来 事 を表 わ し て い る。 上 の （27a） の 英 語 と （27b） の 日本 語 で は 、 動

詞 とそ の補 部 の解 釈 の順 序 は異 な る が 、 い ず れ も物 理 的 接 触 の 解 釈 を受 け る 。

 それ で は 、 （28）の 知 覚 を表 わ す 「目」 （eye）の 解 釈 で は何 が 起 き て い る の で あ ろ う か 。 （28b）の

日本 語 に は 、 メ タ フ ァ ー に よ る 解 釈 が 起 きて い る と考 え られ る 。 「バ ッ グ が 少 年 の 目 に入 っ た 」を知

覚 と し て解 釈 す る と き、 バ ッ グ が 物 理 的 に 移 動 す る こ と は な い 。 した が っ て 、 こ の 移 動 は 、 物 理 的

領 域 か ら知 覚 の 領 域 へ 写 像 され て 、 知 覚 領 域 の 中 だ け で 成 立 し て い る。 そ の 際 、 写 像 を 引 き起 こす

の が 「目」 で あ る。 「バ ッ グ が 少 年 の 」 ま で は物 理 的 領 域 の解 釈 を受 け る けれ ど も、 次 ぎ に 「目」 が

〈目 に よ る知 覚 〉 と し て解 釈 さ れ 、 そ の 通 路 を経 て 、 そ れ まで 物 理 的 で あ っ た 解 釈 が 知 覚 の領 域 に

持 ち込 まれ る 。 そ して 、 最 後 の 「に 入 っ た 」 も、 「目」の 解 釈 と整 合 す る よ う に知 覚 の 領 域 で の 出 来

事 と して 解 釈 され る。

 英 語 の 場 合 に は、 （28a） のThe bag got into the boy's eyes.の よ う な 、 物 が 目 に 移 動 す る とい

う表 現 が 知 覚 を 表 わ す た め に 用 い られ る こ と は な い 。 これ は 、The bag got intoの 部 分 が 物 理 的 移

動 と して 先 に解 釈 さ れ る の で 、the boy's eyesも そ れ に 合 わ せ て 物 理 的 に 解 釈 せ ざ る を え な い とい

う こ とに起 因 して い る と考 え られ る。eyesが 表 現 され た 段 階 で は、既 に動 詞 の 解 釈 は 物 理 的 領 域 に

割 り振 られ て い る。 た と え、 後 か ら表 示 され たeyesに 〈目 に よ る知 覚 〉 の 解 釈 を与 え た と し て も、

解 釈 確 定 順 序 の 原 則 が あ る の で 、 動 詞 に戻 っ て 視 覚 的 解 釈 を与 え 直 す こ と は で き な い 。 そ の ま ま で

は、 物 理 的 解 釈 と知 覚 的 解 釈 の 入 り混 じ った 奇 妙 な 意 味 に な る の で 、 現 実 世 界 に 関 す る知 識 に 基 づ

い て こ の解 釈 は捨 て られ る こ と に な る。

 以 上 、 「目」とeyeに よ る表 現 の共 通 点 と相 違 点 を、 視 覚 表 現 に 限 っ て 明 ら か に し 、 そ れ ら を 語 順

とい う観 点 か ら考 察 した 。 今 後 の 課 題 と し て は 、 以 上 の 結 果 を、 す で に行 な っ た 「姿 」 と 「心 」 に

関 す る考 察 結 果8と 照 合 し な が ら、 語 順 と概 念 化 の 問 題 を考 え る作 業 が 残 さ れ て い る。 お そ ら く、

何 らか の 一 般 性 を 見 出 す た め に は、 まだ 資 料 が 不 十 分 で あ る と思 わ れ る の で 、 今 後 、 個 別 の 事 例 を

丁 寧 に記 述 す る作 業 を さ ら に続 け る必 要 が あ る 。

 注

  1 主題 （theme） と場所 （location） は、 Langacker（1991:282－293,2000:27－34） の用 語 で あ る。 主

   題 （theme）は、よ り具 象 的 な役 割 と して は、被 動 者 （patient）、経 験 者 （experiencer） 、移 動 者 （mover）、

   ゼ ロ （zero）、 と して 実現 す る。 それ ぞれ の例 は、 They melted. I itch. It rose. She is ta11.で あ る

   （Langacker （2000:30） ）。

  2 視 線 （1ine of sight）につい て は、 Talmy（2000:116） が動 詞lookを 例 に して説 明 して い る。 Talmy

   に よれ ば、 視線 は、 経験 者 か ら出 て、 あ る経路 をた ど り、 対 象 に 到達 す る線 と して概 念 化 され て い

   る。 この こ とは、 （i）の よ うに経 路 と到着 点 の表 現 を用 い て示 す こ とが で き る。 （ii）は経 験 者 が 、

   視線 の 到着 点 とはな らな い ことを示 す た めの例 で あ る。

 

(  i  ) I looked into/toward/past/away from the valley.  
(  ii  )  *I looked out of the valley (into my  eyes). 

    <where I am located outside the valley>

 ただ し、視 線 は、経験 者 か ら出 る と言 う よ りは、 目か ら出 る とす る方 が正 確 で あ る。

3 overの 意 味 に関 して は、 Tyler and Evans（2001） の詳 しい考 察 が興 味 深 い。 彼 ら は、 overの 原 場



  面 （protoscene） を、物 が 場 所 に接 触可 能 な範囲 にあ る こ とと言 う。 つ ま り、overが 表 わす 関係 と

  は、物 が場 所 に接 触 して いな くて もよいが、両 者 が互 い に影響 し合 う範 囲 にあ る こ とで あ る。接 触

  は、 この抽 象 的 な意 味 に 当て は ま る具体 例 の一つ とい う こ とに な る。

4 「見 る」 の意 味分 析 につ い て は、 嶋 田 （2001）を参 照 。

5 lookとseeの 意 味 分 析 に つい て も、嶋 田 （2001）を参照 。

6 なお、 〈見 る こ とは触 る こ と〉 とい うメ タ ファーの事例 は、 すで にLakoff and Johnson（1980:50）

  で も挙 げて い る。

7 解 釈確 定 順序 、 お よび、 それ に関 連 す る文の理 解 につい て は、 嶋 田 （2000,2001,2002a） を参 照。

8 「姿」 と 「心 」 に つい て は、 嶋 田 （2000,2002b） で記 述 した。
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